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はじめに 

９月に「心のふるさと鮎返り」という川辺調査レポートを送り、１１月に特

別賞をいただき、ハワイ行きが決まってからあわただしく時が過ぎていきまし

た。最初は不安だった気持ちも回りの人たちの励ましのおかげでだんだんその

気になってきました。パスポート申請や川崎町町長訪問、学年集会での発表な

ど初めての体験が次々とでてきてあっという間に出発の日を迎えました。 

１２月２０日（土）、福岡はあられまじりの雪がちらついていました。川崎

町から福岡空港まで約１時間半、両親と弟達が見送りに来てくれました。最初

の難関羽田空港からリムジンバスで成田空港の集合場所までひとりで行かねば

ならず、車の中で何回も復唱しました。 

どうにか成田までたどりつけいよいよ日本とお別れです。 
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１２月２１日(日) 

ヌアヌパリ 

ここはカメハメハ大王がオアフ軍と戦ったところですごい強風だと聞いてい

ましたが、僕達が行った時は無風状態で気持ちが良かったです。木々の緑と海

と空の青のコントラストが素晴らしかったです。ただ普段は風が強いのか草や

木が横倒しになっているのが不思議でした。 
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ワイキキ水族館 

ここは僕が楽しみにしていた所のひとつで、４２０種類ものハワイの海に暮

らす生き物を展示した水族館です。福岡にもマリンワールドという水族館があ

りますがそれ以上です。携帯電話のようなリモコンで水槽の番号を押すと声が

出てきて日本語で丁寧に説明してくれました。 

珊瑚は植物ではなく動物だということや、イソギンチャクは海の流れなどで

固さや育ち方が違ってくることも初めて知りました。 

更に固有種といわれるアザラシのハワイアンモンクシールという珍しい生き

ものもみました。最近では野生でハワイの海に出てくるらしいです。あと特別

に水族館の裏も案内してくれました。 
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パンチポール 

ここはハワイの人達のお墓です。日本の火葬と違い燃やさずに埋めるそうで

す。墓石も地面に埋め込んでありました。 
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ハワイ州庁舎、カメハメハ大王像 

ハワイ州庁舎にはホワイトハウスやくだもののきがありました。バナナの木

もありハワイにいる気分になってきました。 

ここではカメハメハ大王像にまつわるいわれなどを聞きました。カメハメハ

の母親がよく鮫を食べ、昔は人食い鮫は食べてはいけなかったにも拘わらず、

食べてしまい罰として殺されそうになったこと。カメハメハのメハメハという

のは「かわいそう」という意味があるということなど首をかしげるようなお話

でした。 

 

 
 

 

 

 

 

 

ワイキキ海岸線 

ビーチに行くとサーフィンを広めた人の銅像が建っていました。又「４つの

賢者の石」もありました。常夏の海らしくサーフィンをしている人や泳いでい

る人たちがいました。海岸沿いのすくそばには田川では見たこともないような

高層ピルが立ち並び何か異様な感じでした。僕が今までに泳いだことのある松

林の中の海岸とは明らかに違いました。 

海の中にはニードルフィッシュなどはじめてお目にかかる魚もいました。 

 

 

 



B&G 財団 WEB マガジンアンドリー VOL.７ 
『調査隊』ハワイレポート（小賀優平くん） 

１２月２２日(月) 

ダイアモンドヘッド 

登山があると聞いていたので気合をいれていましたが、夏休みにポランティ

ア部で登った英彦山よりかなり楽でした。火山というだけに岩石がごつごつし

ていました。気候が日本と違い湿気がないからか、暑いはずなのに心地よかっ

たです。ダイアモンドヘッドからワイキキ海岸線がきれいに見えました。 
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サンセットピーチ 

ここは冬にビッグウェーブが来ることで有名です。世界中から多くのサーフ

ァーが集まるらしくそれは世界レベルらしいです。ハワイのガイドのゆうこさ

んの話ではサーフィンはものすごく体力を使うらしく近い将来僕も是非サーフ

ィンに挑戦してみたいなと思いました。 

驚いたのは、ハワイ諸島は太平洋の真ん中にあるために太平洋に属する国々

のゴミがハワイ諸島に流れてくるということでした。悲しい現実です。 
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ビショップ博物館 

ここはハワイに伝わる歴史文化遺産が一同に展示してありました。印象に残

っているのは昔は犬の犬歯をすねにつけて踊ったり、鳥の羽をむしって洋服に

したり生き物と神と共存していた生活観が垣間見られたことです。 
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１２月２３日（火） 

ハナウマベイ、ハロナ潮吹き穴 

ハワイの旅の中で僕が一番心に残っているところがここハナウマベイです。

青く澄み切った海、白い砂浜、サンゴ礁。ゴーグルをつけて潜ると熱帯魚達が

手をのばすところまでやって来てじっとしています。おびえる様子もありませ

ん。本当に不思議な気持ちでした。ずっとそのままでいたい気分でした。そし

て説明の中でここは自然保護区になっており、美しい海や自然、多数の生物達

を守るために、他のビーチより厳しい規則が設けられた海洋公園だということ

もわかりました。 

ハロナ潮吹き穴では潮柱が吹上げられていました。また冬場にはクジラの姿

を目にすることもできると待っていましたが、来ませんでした。そのかわりか

海がめが来てくれました。 

 



B&G 財団 WEB マガジンアンドリー VOL.７ 
『調査隊』ハワイレポート（小賀優平くん） 

 



B&G 財団 WEB マガジンアンドリー VOL.７ 
『調査隊』ハワイレポート（小賀優平くん） 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 



B&G 財団 WEB マガジンアンドリー VOL.７ 
『調査隊』ハワイレポート（小賀優平くん） 

ハワイ大学研究施設 

ここはハワイに生息する生き物を学術的に飼育、研究しているところでした。

飼育している鮫はブラックチップ、ホワイトチップ、ハンマーヘッドシャーク

の３種類でした。鮫は人の持っている五感の他に相手の正確な場所がわかる電

磁波と波の振動が細かくわかる感覚をもっているそうです。あんなに近くで鮫

を観察できて感激でした。更にハワイ大学の先生の話の中で驚いたのは、ハワ

イで鮫に食べられて死ぬ人が５人位なのにヤシの実が頭に直撃して死亡する人

が年間８０人もいるということでした。思わずヤシの木の下から離れました。 
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おわりに 

このハワイ視察で僕は２つのことを学んだと思っています。 

ひとつは環境保護という視点です。ハワイでは青く澄み切った海、白い砂浜、

サンゴ礁、そして生きもの達を守るために人間同士、厳しいきまりを作ってい

ました。ハナウマベイでは生態系を壊さないように、釣りも、餌づけも禁止で

す。ゴミひとつ落ちていないのはジュースやカキ水屋等の商業販売も禁止して

いるからです。いくらさがしても自動販売機も見当たりません。本当に自然を

満喫し守りたいならこのくらいの我慢と引き換えなのだなあと身にしみてわか

りました。日本ではそして今までの僕にはこのことが抜けていたように思いま 

す。このきっかけをもとに僕も環境保護ということを見つめ直したいと思いま

す。 

２つ目は最初悩んでいた言葉の壁や他県の中学生との交流を無事こなせた自

信です。ビーチでバイクに乗ったアメリカ青年と身振り手振りで話せたりホテ

ルでは夜、青森や愛媛や岐阜の中学生とウノをしたり、お互いの中学の様子や

名産の自慢をしたり、楽しい時間も持てました。中３生の二人は僕のことを

「優平」と呼び色々気づかってくれました。 

そしてお世話いただいたＢ＆Ｇ財団の方々との出会いもありました。 

本当にかけがえのない貴重な時間でした。こんな機会を与えて下さった皆さ

んに感謝の気持ちで一杯です。 
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[保護者からのメッセージ 小賀優平さんのお母様より] 

 

前略 この度は、ハワイ海岸線巡視の旅、本当にお世話になりました。初めて

の海外で、色々とご迷惑をおかけしたと思いますが、皆様のおかげで、素晴ら

しい時をすごすことができたようです。 

 やや引っ込み思案で、心配していた息子が、帰って来て、ひと回り、たくま

しくなったようにも感じました。 
 これからも、是非このような体験を多くの子ども達に、与えてあげて下さい。

息子もこの体験を何かの形でおかえしできる様に、成長してほしいものです。

とり急ぎ、お礼申し上げます。ありがとうございました。 
草々 

 
 

 

 

 


